
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
「
会
報
」
第
一
三
三
号 

（
平
成
二
九
年
四
月
一
日
）
掲
載 

 

「 
ム
ラ
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
は 

強
か
っ
た
！ 

 

同
日
建
立
の
ム
ラ
の
講
の
供
養
塔
」 

 

蕨 

由
美  

 

八
千
代
市
の
萱
田
・
吉
橋
・
麦
丸
地
区

の
石
造
物
を
調
べ
て
い
て
、
台
座
な
ど
に

刻
ま
れ
た
人
名
の
銘
文
か
ら
、
ム
ラ
の
男

性
と
女
性
の
二
つ
の
講
に
よ
り
同
時
に

建
て
ら
れ
た
供
養
石
塔
が
、
寛
文
八
年
か

ら
元
文
五
年
に
か
け
て
、
四
対
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
し
た
。 

吉
橋
の
尾
崎
大
師
堂
境
内
の
寛
文
八

（
一
六
六
八
）
年
十
月
十
日
銘
の
二
十
三

夜
塔
は
、
『
房
総
の
石
仏
百
選
』
に
載
っ

て
い
る
優
美
な
勢
至
菩
薩
像
塔
で
す
が
、

同
境
内
に
は
同
年
同
日
銘
の
地
蔵
菩
薩

立
像
を
刻
ん
だ
日
記
念
仏
塔
が
あ
り
ま

す
。 

 

 

二
十
三
夜
塔
の
願
文
「
右
勢
至
菩
薩
者

廿
三
夜
待
開
眼
成
就
所 

吉
橋
村
施
主

敬
白
」
に
対
し
、
日
記
念
仏
塔
は
「
右
地

蔵
菩
薩
者
日
記
念
仏
供
養
成
就
処 

吉

橋
村
施
主
敬
白
」
と
類
似
し
て
い
ま
す
が
、

蓮
台
に
は
、
前
者
が
全
て
男
性
十
八
人
、

後
者
が
「
な
つ
」
な
ど
女
性
十
六
人
の
名

が
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

同
じ
吉
橋
の
寺
台
公
会
堂
（
勢
至
堂
跡
）

で
も
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
二
月
二

十
三
日
の
二
十
三
夜
塔
と
、
同
日
銘
の
念

仏
塔
が
あ
り
、
願
文
と
経
文
は
ほ
ぼ
同
じ

形
式
で
、
前
者
に
は
勢
至
菩
薩
像
と
男
性

二
十
二
人
の
名
、
後
者
に
は
聖
観
音
像
と

女
性
三
十
人
の
名
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
男
女
別
に
対
と
な
る
供

養
塔
に
は
、
同
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
建
て
ら
れ
た
事
例
で

は
、
萱
田
長
福
寺
の
正
徳
三
年
（
一
七
一

三
）
の
大
日
如
来
像
の
念
仏
塔
と
如
意
輪

観
音
像
の
十
九
夜
塔
が
、
麦
丸
地
区
で
は

元
文
五
年
の
十
九
夜
塔
と
庚
申
塔
（
次
頁
）

が
あ
り
ま
す
。

http://sawarabi.a.la9.jp/


 

 

吉
橋
や
麦
丸
の
石
塔
は
、
像
容
の
作
風

や
願
文
の
形
式
、
文
字
も
よ
く
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
同
一
の
石
工
に
二
基
一
対
と

し
て
発
注
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
造
塔
は
、
そ
の
ム
ラ
の
講
と

し
て
初
め
て
の
建
立
で
あ
り
、
費
用
も
か

か
る
大
き
な
事
業
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
江
戸
後
期
や
近
代
初
期
の
石
塔
に

女
性
名
が
ま
れ
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
、
女

性
の
名
前
が
し
っ
か
り
と
記
さ
れ
て
あ

り
、
江
戸
前
期
の
ム
ラ
の
女
人
講
に
集
う

お
か
み
さ
ん
た
ち
の
地
位
が
ダ
ン
ナ
衆

と
同
格
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま

す
。 

 

ま
た
萱
田
に
は
、
三
面
に
そ
れ
ぞ
れ
猿

を
浮
彫
り
し
、
右
面
に
「
お
よ
し 

お
き

く
」
な
ど
女
性
三
十
三
名
、
左
面
に
男
性

十
五
名
の
名
が
刻
ま
れ
た
延
宝
元
年
（
一

六
七
三
）
銘
の
笠
付
角
柱
型
庚
申
塔
が
あ

り
ま
す
。 

 

  
さ
ら
に
萱
田
の
長
福
寺
に
は
、
同
一
の

塔
に
面
を
違
え
て
男
・
女
別
に
名
を
刻
ん

だ
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
銘
の
三
層
塔

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

  

『
続
房
総
の
石
仏
百
選
』
に
も
載
っ
て

い
る
こ
の
三
層
塔
に
は
、
第
二
層
正
面
に

勢
至
菩
薩
を
浮
彫
り
し
、
右
面
に
「
廿
三

夜
講
」
、
左
面
に
「
日
記
念
仏
供
養
」
、
そ

の
下
の
第
一
層
の
龕
室
左
面
に
は
「
本
願

花
嶋
七
□
兵
衛
一
結
施
主
」
「
定
宥
…
長

十
郎
」
な
ど
三
十
三
人
の
男
性
名
が
、
右

面
に
は
「
一
結
施
主 

女
中
衆
」
と
し
て

「
お
つ
る
」
な
ど
二
十
四
人
の
女
性
名
、

裏
面
に
は
建
立
発
起
人
と
み
ら
れ
る
「
宥

秀
」
ほ
か
三
人
の
名
が
あ
り
、
現
状
で
は

二
十
三
夜
講
が
女
性
の
講
、
日
記
念
仏
講

が
男
性
の
講
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

私
は
、
第
一
層
の
龕
室
の
扉
枠
の
あ
る

現
正
面
側
が
裏
側
で
、
修
理
時
に
表
裏
逆

に
据
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
の
頃
の
萱
田
も
吉
橋
と
同
じ
よ

う
に
、
や
は
り
男
性
の
講
が
二
十
三
夜
講
、

女
性
の
講
が
日
記
念
仏
講
で
あ
っ
た
と

考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 


